
61
2020年２月

号号

■http://www.city.nanao.lg.jp/ 検 索七尾市議会

議  会
だより

七尾市

NANAO CITY COUNCIL

目次
２……… 定例会の概要
３～８… 一般質問（12名）
９……… 各委員会・分科会の審査結果
10……… 採決結果一覧
11………臨時会報告、議会の動き など
12………委員会組織再編 など 

目次
２……… 定例会の概要
３～８… 一般質問（12名）
９……… 各委員会・分科会の審査結果
10……… 採決結果一覧
11………臨時会報告、議会の動き など
12………委員会組織再編 など 令和2年4月から市が直接運営する健康増進センターアスロン



2議会だより

12 月
定例会
の概要

パトリアの再生に向け土地建物を取得パトリアの再生に向け土地建物を取得

【議案第57号】　財産の取得について【議案第57号】　財産の取得について
　 パトリアの土地建物の取得について、破産管財人と仮契約を締結したため、財産取得に係る議案

　12月からパトリア再生室を設置し、専任職員によるテナント誘致活動に取り組み、七尾駅前

や周辺市街地の賑わい再生のため、令和２年中のリニューアルオープンを目指す。

【議案第４２号】

令和元年度 一般会計補正予算（第６号）

●旧田鶴浜中学校解体事業費………………6,281千円
　※統合保育園整備に伴う旧田鶴浜中学校解体工事の実施設
　　計費

●マイナンバー事業費…………………………838千円
　※マイナンバーカード取得の推進に係る経費

●私立保育園保育費…………………… 130,059千円
　※公定価格改定等に伴う給付費の増額

●現年発生漁港等災害復旧事業費……… 11,000千円
　※台風１９号の被害を受けた庵漁港護岸の復旧費
　　国補助2/3

●健康増進センターアスロン管理運営業費
　　………………………………………… 20,093千円
　　※市直営に伴う管理委託料等

【議案第４4号】

令和元年度 国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

●国民健康保険総務事務費…………………2,618千円
　※マイナンバーカードの保険証利用等に伴うシステム改修

【議案第４8号】

令和元年度 七尾市病院事業会計補正予算（第１号）

●施設整備改良費………………………… 16,302千円
　※自動火災報知設備更新工事

【議案第70号】

七尾市の特定の事務を取り扱わせる郵便局の指定について

・指定する郵便局
　　田鶴浜郵便局、中島郵便局、能登島郵便局
・取り扱いの事務
　　住民票の写しなどの諸証明の交付

主な議案主な議案

　令和元年第3回七尾市議会定例会は、１２月2日（月）に開会し、9日（月）と１０日（火）には計１２　令和元年第3回七尾市議会定例会は、１２月2日（月）に開会し、9日（月）と１０日（火）には計１２

名の議員が、議案に質疑、市政全般に一般質問を行いました。名の議員が、議案に質疑、市政全般に一般質問を行いました。

　市長より提出された議案等については、議案16件、報告1件（報告１件は議決不要）、最終日の　市長より提出された議案等については、議案16件、報告1件（報告１件は議決不要）、最終日の

１８日（水）には追加で、議案１３件、同意案４件、また、意見書提出など議会議案５件も含め、全て１８日（水）には追加で、議案１３件、同意案４件、また、意見書提出など議会議案５件も含め、全て

可決され、１７日間の会期を終え閉会しました。可決され、１７日間の会期を終え閉会しました。



3 議会だより

七尾市議会の採決結果や詳しい答弁内容はホームページにて公開しています。

礒貝 和典 議員
（無会派）

杉本 忠一 議員
（無会派）

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
災
害
対
策
及
び
避
難
所
の
整
備
に
つ
い
て

■
子
ど
も
医
療
費
窓
口
無
料
化
に
つ
い
て

■
自
衛
官
募
集
実
務
に
つ
い
て

■
保
育
料
の
無
償
化
対
象
に
つ
い
て

■
廃
校
な
ど
公
共
施
設
の
利
活
用
に
つ
い
て

■
図
書
館
利
用
者
の
情
報
管
理
に
つ
い
て

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
都
市
計
画
審
議
委
員
会
の
定
義
に
つ
い
て

■
職
員
の
採
用
の
件
に
つ
い
て

■
観
光
誘
客
の
拡
大
の
仕
掛
け
の
件
と
現
状
の
中
間
報
告　

■
職
員
の
人
材
育
成
の
点
に
つ
い
て

■
能
登
は
１
つ
運
命
共
同
体
の
立
証
へ

能
登
全
域
の
首
長
サ
ミ
ッ
ト
開
催
に
市
長
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
！

　
　
　
　

次
の
合
併
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
悪
い
行
政
コ
ス
ト
面
か
ら
も
、
能
登
全

域
が
１
つ
の
大
合
併
で
あ
ろ
う
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。
共
通
の
目

標
に
向
か
い
協
力
体
制
の
構
築
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
共
有
が
で
き
、
ま
た
決
定
権
者

が
集
ま
る
こ
と
で
事
案
採
決
や
協
議
が
速
や
か
に
進
み
、
時
間
の
短
縮
等
が
図
れ

る
こ
と
へ
の
メ
リ
ッ
ト
も
多
く
な
る
、
そ
ん
な
成
果
が
期
待
で
き
る
能
登
の
首
長

サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
を
検
討
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　

能
登
の
各
自
治
体
で
は
、
議
会
の
理
解
と
協
力
を
得
る
中
で
、
人
口
減

少
、
少
子
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
地
域
な

ら
で
は
の
取
り
組
み
を
し
っ
か
り
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
方
で
、
能

登
地
区
の
共
通
す
る
課
題
に
対
し
、
の
と
里
山
空
港
の
利
活
用
や
能
越
自
動
車
道
、

の
と
里
山
街
道
の
建
設
促
進
、
観
光
振
興
に
お
い
て
能
登
半
島
広
域
観
光
協
会
、

ご
み
の
適
正
処
理
で
は
石
川
北
部
Ｒ
Ｄ
Ｆ
広
域
処
理
組
合
を
通
じ
、
連
携
し
て
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
テ
ー
マ
や
課
題
ご
と
に
連
携
協
力
が
速
や
か
な
対
応
に

は
適
し
て
お
り
、
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
取
り
組
み
を
し
っ
か

り
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
能
登
の
各
自
治
体
と
競
い
合

い
な
が
ら
、
あ
る
い
は
連
携
協
力
し
な
が
ら
七
尾
市
の
発
展
、
能
登
の
発
展
の
た

め
に
必
要
な
施
策
を
し
っ
か
り
と
進
め
て
い
き
た
い
。

■
子
ど
も
の
国
民
健
康
保
険
税
均
等
割
免
除
に
つ
い
て

子
ど
も
の
国
民
健
康
保
険
税
均
等
割
の
免
除
を
！

　
　
　
　

子
供
が
生
ま
れ
る
と
、
収
入
が
な
い
の
に
税
負
担
が
増
え
る
、
国
民
健

康
保
険
の
子
供
の
均
等
割
負
担
で
あ
る
。
国
保
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
で
18
歳
ま

で
の
子
供
の
い
る
世
帯
数
及
び
子
供
の
数
と
均
等
割
額
は
11
月
末
時
点
で
ど
れ
く

ら
い
か
。
国
保
の
都
道
府
県
化
に
合
わ
せ
て
国
保
の
保
険
者
の
努
力
支
援
制
度
が

５
０
０
億
円
規
模
で
創
設
さ
れ
て
お
り
、
自
治
体
が
条
例
を
通
じ
て
独
自
の
減
免

に
充
て
る
公
費
繰
り
入
れ
は
赤
字
に
分
類
せ
ず
、
20
年
度
以
降
も
ペ
ナ
ル
テ
ィ
の

対
象
外
と
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
子
供
の
均
等
割
を
廃
止
し
て
も
よ

い
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　
　

令
和
元
年
11
月
末
現
在
、
18
歳
ま
で
が
加
入
し
て
い
る
世
帯
数
は

３
８
４
世
帯
、
加
入
者
数
は
６
６
７
人
で
あ
る
。
18
歳
ま
で
の
加
入
者
の
均
等
割

額
の
総
額
は
、
2
、５
２
１
万
３
、０
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

以
前
に
も
お
答
え
し
た
と
お
り
、
当
市
と
し
て
単
独
で
18
歳
ま
で
の
子
供
を
対

象
と
し
た
均
等
割
を
免
除
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
当
市
で
は
、
全
国
一
律

の
制
度
と
し
て
導
入
す
る
よ
う
全
国
市
長
会
に
、
県
で
は
全
国
知
事
会
を
通
じ
て

国
に
要
望
し
て
お
り
、
そ
の
動
向
を
今
後
も
注
視
し
て
い
き
た
い
。
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4議会だより

議員の 市の

伊藤 厚子 議員
（無会派）

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
地
域
を
守
る
建
設
土
木
の
担
い
手
を
育
て
る
公
共
工
事
の
平
準
化
に
つ
い
て

■
七
尾
市
の
保
育
料
に
つ
い
て　
　

■
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

■
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
推
進
に
つ
い
て

骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
の
推
進
を
！

　
　
　
　

血
液
の
が
ん
患
者
数
、
造
血
幹
細
胞
移
植
数
と
ド
ナ
ー
登
録
数
は
。
ド

ナ
ー
休
暇
制
度
は
あ
る
か
。
骨
髄
を
提
供
す
る
際
の
休
業
助
成
制
度
は
あ
る
か
。

20
歳
未
満
の
予
防
再
接
種
が
必
要
な
方
へ
の
助
成
を
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

る
か
。

　
　
　
　

骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
推
進
に
つ
い
て
、
市
内
の
血
液
の
が
ん
患
者

数
及
び
造
血
幹
細
胞
移
植
数
は
、
統
計
上
公
表
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
把
握
し
て

い
な
い
。
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
数
は
、
市
町
別
で
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。

な
お
、
石
川
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
で
公
表
し
て
い
る
県
内
登
録
数
は
、
令
和

元
年
10
月
現
在
4
、
８
６
７
件
と
な
っ
て
い
る
。

　

ド
ナ
ー
休
暇
は
、
当
市
で
特
別
休
暇
の
一
つ
と
し
て
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ

ま
で
取
得
実
績
は
無
い
。
骨
髄
提
供
す
る
際
の
休
業
助
成
制
度
に
つ
い
て
、
本
人

や
企
業
に
対
す
る
休
業
助
成
制
度
は
無
い
。
ド
ナ
ー
本
人
や
企
業
に
対
し
助
成
金

を
交
付
す
る
制
度
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

　

骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
の
推
進
に
つ
い
て
、
県
と
協
力
し
、
毎
年
10
月
の
骨

髄
バ
ン
ク
推
進
月
間
に
よ
る
普
及
や
登
録
に
必
要
な
検
査
を
県
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
実
施
し
て
い
る
旨
の
周
知
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

骨
髄
移
植
等
で
免
疫
を
失
っ
た
方
の
ワ
ク
チ
ン
再
接
種
に
つ
い
て
、
現
在
国
で

再
接
種
の
支
援
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
向

け
て
支
援
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

一
般
質
問

質  

問
答  

弁

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
新
ゴ
ミ
処
理
場
整
備
に
つ
い
て　
　

■
企
業
誘
致
に
つ
い
て
（
野
菜
工
場
）

■
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

■
鳥
獣
焼
却
炉
整
備
に
つ
い
て

有
害
鳥
獣
焼
却
施
設
の
早
期
完
成
を
！

　
　
　
　

能
登
島
向
田
町
地
内
に
建
設
す
る
た
め
、
町
会
役
員
や
隣
接
土
地
所
有

者
へ
の
説
明
で
、
皆
さ
ん
に
了
解
を
得
る
こ
と
は
で
き
た
か
。
建
設
に
向
け
た
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
施
設
の
概
略
や
焼
却
す
る
場
合
の
規
約
は
。
駆
除
後
の
負
担
軽
減

の
た
め
に
も
令
和
２
年
度
中
の
稼
働
は
可
能
か
。

　
　
　
　

８
月
に
地
元
か
ら
お
お
む
ね
の
了
解
を
い
た
だ
き
、
現
在
は
有
害
鳥
獣

焼
却
施
設
の
概
略
計
画
を
作
成
し
、
国
や
県
と
協
議
を
行
っ
て
い
る
。
来
年
１
月

末
に
計
画
書
を
国
へ
提
出
す
る
予
定
で
、
事
前
に
地
元
に
説
明
を
行
い
、
最
終
的

な
了
解
を
得
た
い
と
考
え
て
い
る
。
令
和
２
年
４
月
か
ら
実
施
設
計
を
行
い
、
８

月
に
工
事
着
手
、
令
和
３
年
１
月
末
に
完
成
を
見
込
ん
で
お
り
、
試
運
転
な
ど
調

整
を
行
っ
た
後
、
本
稼
働
は
令
和
３
年
４
月
１
日
の
予
定
あ
る
。

　

焼
却
処
理
能
力
は
、
イ
ノ
シ
シ
成
獣
が
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
１
日
５
頭
の
焼

却
が
で
き
、
年
間
２
百
日
稼
働
す
る
と
、
約
千
頭
の
焼
却
処
理
が
で
き
る
こ
と
に

な
る
。
１
日
５
頭
５
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
超
え
る
場
合
は
、
冷
凍
保
管
し
、
焼
却
し

や
す
く
す
る
た
め
切
断
し
適
宜
処
理
す
る
。
な
お
、
燃
料
に
つ
い
て
は
、
灯
油
を

予
定
し
て
い
る
。

　

施
設
設
置
条
例
を
定
め
、
指
定
管
理
者
制
度
で
の
運
営
を
考
え
て
い
る
。
受
入

時
間
や
持
込
手
数
料
は
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

一
般
質
問

質  

問
答  

弁

永崎　陽 議員
（新政会）



5 議会だより

　七尾市議会の採決結果や詳しい答弁内容はホームページにて公開しています。

徳田 正則 議員
（新政会）

山添 和良 議員
（無会派）

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
児
童
館
に
つ
い
て　
　
　
　
　

■
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て

■
健
康
遊
具
設
置
に
つ
い
て　
　

■
洋
式
ト
イ
レ
設
置
率
に
つ
い
て

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
洪
水
浸
水
想
定
区
域
に
つ
い
て

■
パ
ト
リ
ア
を
含
む
駅
前
の
再
生
に
つ
い
て

■
若
者
が
住
み
た
く
な
る
市
町
に
つ
い
て

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
開
館
に
柔
軟
な
対
応
を
！

　
　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
行
事
が
な
け
れ
ば
土
日
、
祝
日
は
閉
館
さ

れ
て
い
る
現
状
で
あ
る
。
各
町
会
役
員
が
町
会
運
営
の
た
め
に
印
刷
や
コ
ピ
ー
な

ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
る
が
、
肝
心
の
土
日
が
閉
館
さ
れ
て

お
り
平
日
の
仕
事
を
持
っ
て
い
る
役
員
は
、
平
日
開
館
時
間
内
は
勤
務
と
重
な
り
、

利
用
し
に
く
い
状
況
で
あ
る
。

地
域
住
民
が
何
日
も
前
か
ら
予
約
を
し
な
く
て
も
利
用
し
や
す
い
よ
う
開
館
の
柔

軟
な
運
用
を
促
す
指
導
は
で
き
な
い
か
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
職
員
の
勤
務
体
制
に
つ
い
て
、
現
場
に
負
担
の
か

か
ら
な
い
運
用
の
実
現
は
可
能
か
。

　
　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
休
館
日
に
つ
い
て
は
、
地
域
か
ら
の
要
望

や
意
向
を
踏
ま
え
、
規
則
で
定
め
て
あ
り
、
臨
時
休
館
や
開
館
に
つ
い
て
柔
軟
に

対
応
し
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
。
来
年
度
か
ら
は
全
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

が
地
区
の
地
域
づ
く
り
協
議
会
へ
指
定
管
理
に
移
る
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
の

声
を
把
握
し
、
反
映
で
き
る
よ
う
管
理
運
営
で
き
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

休
館
日
の
変
更
を
含
め
、
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
に
関
し
て
、
地
域
住
民
か
ら

要
望
が
あ
れ
ば
、
地
域
づ
く
り
協
議
会
で
地
域
の
意
向
と
い
う
こ
と
で
相
談
い
た

だ
け
れ
ば
柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

■
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
ア
ス
ロ
ン
に
つ
い
て

安
心
し
て
利
用
で
き
る
ア
ス
ロ
ン
の
運
営
を
！

　
　
　
　

指
定
管
理
提
示
条
件
の
具
体
的
内
容
は
。
現
サ
ー
ビ
ス
維
持
の
具
体
的

内
容
は
。
安
心
し
て
利
用
で
き
る
施
設
と
は
具
体
的
に
ど
う
い
っ
た
内
容
か
。

　
　
　
　

募
集
要
項
の
条
件
は
、
指
定
管
理
の
期
間
５
年
、
管
理
料
が
年

１
千
８
５
０
万
円
。
若
干
条
件
が
厳
し
か
っ
た
と
い
う
思
い
は
あ
る
が
、
条
件
に

見
合
う
応
募
者
が
い
な
か
っ
た
。

　

プ
ー
ル
、温
泉
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
及
び
運
動
教
室
は
、今
ま
で
ど
お
り
行
う
。

簡
単
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
簡
単
ス
ト
レ
ッ
チ
、
マ
ッ
ト
運
動
、
水
中
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

等
に
つ
い
て
は
、
市
内
在
住
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
依
頼
し
継
続
し
て
い
き
た

い
。

　

市
職
員
と
委
託
業
者
職
員
を
配
置
、
フ
ロ
ン
ト
業
務
や
プ
ー
ル
監
視
、
清
掃
業

務
等
は
今
ま
で
ど
お
り
実
施
し
、
直
営
で
今
と
全
く
変
わ
ら
な
い
よ
う
な
運
営
を

予
定
し
て
い
る
。
施
設
の
修
繕
費
も
、
従
来
ど
お
り
の
費
用
を
確
保
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

　

会
員
等
の
利
用
料
金
は
、
値
上
げ
な
ど
見
直
し
す
る
考
え
は
現
在
な
い
が
、
会

員
収
入
の
大
幅
減
や
、
経
費
増
大
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
場
合
、
サ
ー
ビ
ス
の
見

直
し
も
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

 

一
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【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
国
内
最
大
級
の
植
物
工
場
の
整
備
に
つ
い
て

■
外
国
人
訪
問
客
へ
の
対
応
に
つ
い
て

■
児
童
・
生
徒
の
携
帯
電
話･

Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
に
つ
い
て

■
駅
北
エ
リ
ア
の
回
遊
性
に
つ
い
て

駅
北
エ
リ
ア
の
誘
客
と
情
報
発
信
を
！

　
　
　
　

パ
ト
リ
ア
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ
、
七
尾
駅
北
側
の
駅
北

エ
リ
ア
、「
駅
前
銀
座
」、「
新
天
地
」
な
ど
へ
の
誘
客
、
人
の
に
ぎ
わ
い
を
進
め
て

い
く
た
め
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
商
店
街
な
ど
の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　

塗
師
町
の
「
違
い
堀
」
と
い
っ
た
宿
駅
は
三
街
道
の
中
心
で
、
城
下
町
・
七
尾

と
し
て
の
ま
ち
あ
る
き
観
光
の
Ｐ
Ｒ
や
地
域
住
民
、
次
世
代
へ
の
歴
史
継
承
を
進

め
る
た
め
、
地
域
や
Ｄ
Ｍ
Ｏ
な
ど
と
一
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
も
大
切
で
は
な
い

か
。

　
　
　
　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
七
尾
駅
観
光
案
内
所
に
お
い
て
七
尾
ま

ち
あ
る
き
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
ま
ち
な
か
周
遊
ク
ー
ポ
ン
、
能
登
前
寿

し
ク
ー
ポ
ン
を
販
売
し
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
の
情
報
発

信
を
行
い
、
町
な
か
の
回
遊
性
を
高
め
て
い
る
。
商
店
街
マ
ッ
プ
を
作
成
し
配
布

し
て
お
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
や
観
光
客
が
利
用
す
る
七
尾
駅
周
辺
ホ
テ
ル
で
は
、

飲
食
店
マ
ッ
プ
を
作
成
し
お
客
様
に
御
案
内
し
て
い
る
。
今
後
も
地
域
の
方
々
が

連
携
し
、
町
な
か
の
に
ぎ
わ
い
を
高
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
、
Ｄ
Ｍ

Ｏ
は
ど
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
か
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。「
違
い
堀
」は
、

能
登
と
加
賀
を
つ
な
ぐ
重
要
拠
点
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
当
時
の
面
影
は
無
く

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
違
い
堀
を
は
じ
め
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
資
源
を
ど

の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
、
今
後
研
究
し
て
み
た
い
と
考
え
て

い
る
。

 

一
般
質
問

質  

問
答  

弁

議員の 市の

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
Ｒ
Ｐ
Ａ
導
入
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て

■
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
に
つ
い
て　
　

■
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
つ
い
て

■
七
尾
版
総
合
戦
略
に
つ
い
て

和
倉
温
泉
お
祭
り
会
館
オ
ー
プ
ン
に
向
け　

万
全
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
！

　
　
　
　

来
年
４
月
オ
ー
プ
ン
予
定
の
和
倉
温
泉
お
祭
り
会
館
の
オ
ー
プ
ン
す
る

日
は
い
つ
か
。
年
間
の
入
館
目
標
人
数
を
ど
う
設
定
し
て
い
る
か
。
こ
の
目
標
達

成
の
た
め
の
発
信
力
や
対
応
の
取
り
組
み
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　

和
倉
温
泉
お
祭
り
会
館
の
オ
ー
プ
ン
は
令
和
２
年
４
月
25
日(

土)

を

予
定
し
て
い
る
。
年
間
の
入
館
目
標
人
数
は
、
和
倉
温
泉
入
込
客
数
を
ベ
ー
ス
に

設
定
し
て
い
る
。
平
成
30
年
度
の
入
込
客
数
が
91
万
３
、０
０
０
人
と
な
っ
て
お

り
、
約
１
割
を
考
慮
し
、
10
万
人
を
来
年
度
の
目
標
に
設
定
し
て
い
る
。
お
祭
り

会
館
だ
け
を
目
的
に
来
館
す
る
場
合
も
想
定
さ
れ
る
が
、
あ
く
ま
で
最
低
10
万
人

を
設
定
し
て
お
り
、
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
を
期
待
し
て
い
る
。

　

オ
ー
プ
ン
に
向
け
、
石
川
県
観
光
連
盟
、
能
登
半
島
広
域
観
光
協
会
、
和
倉
温

泉
旅
館
協
同
組
合
、
和
倉
温
泉
観
光
協
会
、
な
な
お
・
な
か
の
と
Ｄ
Ｍ
Ｏ
な
ど
と

連
携
し
、
事
前
Ｐ
Ｒ
な
ど
誘
客
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
は
、
商
談

会
参
加
や
い
し
か
わ
県
人
祭
な
ど
で
チ
ラ
シ
配
布
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
各
種

媒
体
を
活
用
し
周
知
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、
引
き
続
き
関
係
機
関
と
連
携
し
、

旅
行
会
社
な
ど
へ
誘
客
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
。

 

一
般
質
問

里程元標跡里程元標跡

荒川 一義 議員
（無会派）

質  

問
答  

弁

山崎 智之 議員
（灘会）
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【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
七
尾
港
湾
の
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
利
活
用
策
に
つ
い
て

■
子
ど
も
の
教
育
環
境
の
整
備
と
、
通
学
の
安
全
に
つ
い
て

■
病
院
経
営
の
今
後
と
、
健
康
増
進
・
地
域
包
括
ケ
ア
の
在
り
方
に
つ
い
て

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
パ
ト
リ
ア
再
生
に
つ
い
て

■
幼
保
保
育
料
の
無
償
化
に
つ
い
て

■
和
倉
温
泉
運
動
公
園
整
備
に
つ
い
て

和
倉
温
泉
運
動
公
園
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
施
設

の
充
実
を
！

　
　
　
　

大
会
に
お
い
て
、
暴
風
雨
な
ど
最
悪
の
事
態
も
想
定
し
ス
ム
ー
ズ
に
運

営
す
る
た
め
に
も
、
屋
根
付
き
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
本
市
の

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
砂
入
り
人
工
芝
の
コ
ー
ト
し
か
な
く
、
能
登
国
際
女
子
オ
ー
プ

ン
テ
ニ
ス
大
会
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
硬
式
テ
ニ
ス
の
大
会
や
合
宿
誘
致
の
た

め
、
ま
た
和
倉
温
泉
に
宿
泊
さ
れ
る
テ
ニ
ス
愛
好
家
の
ニ
ー
ズ
に
も
応
え
る
た
め
、

ハ
ー
ド
コ
ー
ト
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
全
国
に
誇
れ
る
施
設
と
し
て
、
改
修
に

つ
い
て
前
向
き
な
検
討
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　

土
地
は
軟
弱
地
盤
で
、取
得
に
際
し
、テ
ニ
ス
コ
ー
ト
か
サ
ッ
カ
ー
コ
ー

ト
か
で
な
け
れ
ば
整
備
で
き
な
い
想
定
で
あ
っ
た
。
構
造
物
は
難
し
い
こ
と
を
議

会
と
も
共
通
理
解
し
て
い
た
と
思
っ
て
い
る
屋
根
付
き
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
、
多
額

の
整
備
費
が
か
か
る
反
面
、
雨
天
の
大
会
運
営
が
円
滑
に
で
き
る
と
い
う
く
ら
い

の
効
果
で
、市
民
の
理
解
は
得
ら
れ
る
は
ず
が
な
い
と
考
え
て
い
る
。
ハ
ー
ド
コ
ー

ト
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
現
状
の
人
工
芝
を
剥
が
し
ハ
ー
ド
コ
ー
ト
に
す
れ
ば
い

い
だ
け
の
話
だ
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
し
て
、
令
和
３
年
に
高
校
総
体
が

開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
後
の
検
討
課
題
と
し
て
念
頭
に
置
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

■
パ
ト
リ
ア
再
開
の
諸
条
件
に
対
し
市
の
対
応
に
つ
い
て

パ
ト
リ
ア
再
生
に
向
け
た
諸
条
件
を
示
せ
！

　
　
　
　

①
商
工
会
議
所
が
提
出
し
た
「
七
尾
駅
前
に
ぎ
わ
い
再
生
」
等
、
市
民

の
意
見
を
ど
こ
ま
で
取
り
入
れ
て
再
生
に
臨
む
姿
勢
か
。
②
パ
ト
リ
ア
再
生
室
に

ど
の
よ
う
な
職
務
能
力
、
実
績
を
備
え
た
人
物
を
配
置
す
る
の
か
。
③
取
得
費
、

修
繕
費
を
15
年
で
回
収
す
る
根
拠
は
。
④
入
居
促
進
が
は
か
ど
ら
な
い
場
合
、
い

つ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
方
針
を
切
り
替
え
る
の
か
、
そ
の
場
合
分
散
さ
れ
て
い
る
市

役
所
機
能
は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
の
か
。

　
　
　
　

①
全
て
取
り
入
れ
る
と
容
量
的
に
収
ま
ら
ず
、
提
案
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
基
本
的
に
は
生
鮮
食
料
品
等
の
ス
ー
パ
ー
等
を
核
に
考
え
、
さ
ら
に
医
療
、

福
祉
等
の
業
種
も
配
置
で
き
れ
ば
良
い
と
考
え
て
い
る
。
②
５
人
職
員
を
配
置
し

室
長
は
企
画
財
政
課
長
を
兼
務
に
充
て
た
。
産
業
部
で
企
業
誘
致
経
験
の
あ
る
職

員
も
配
置
し
て
お
り
、
テ
ナ
ン
ト
誘
致
や
施
設
全
体
の
管
理
運
営
体
制
構
築
な
ど
、

迅
速
な
対
応
を
図
っ
て
い
る
。
③
全
て
を
税
で
賄
う
こ
と
は
市
民
理
解
が
得
ら
れ

な
い
と
思
っ
て
い
る
。
テ
ナ
ン
ト
に
負
担
い
た
だ
く
適
正
な
賃
料
は
、
先
に
投
資

し
た
取
得
費
や
改
修
費
を
賃
料
で
賄
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
考
え
て
い
る
。
④
１
，

２
階
を
キ
ー
テ
ナ
ン
ト
で
埋
め
、
多
少
空
き
が
あ
っ
て
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
で
き
る
か
と
思
っ
て
い
る
。
営
業
を
続
け
な
が
ら
も
半
年
、
１
年
か
け
て
埋
め

て
い
く
ス
タ
ン
ス
で
い
る
。
安
直
に
行
政
機
能
が
入
れ
か
わ
っ
て
い
く
こ
と
は
な

い
よ
う
、
最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。

 

一
般
質
問

 

一
般
質
問

質  
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弁

中西 庸介 議員
（新政会）

　七尾市議会の採決結果や詳しい答弁内容はホームページにて公開しています。

質  

問
答  

弁

パトリアパトリア

和倉温泉運動公園テニスコート和倉温泉運動公園テニスコート

西川 英伸 議員
（新政会）

七尾市議会だより 検索
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議員の 市の

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
河
川
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て

■
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

効
率
的
な
指
定
管
理
者
制
度
の
運
用
と

事
務
事
業
の
民
営
化
推
移
に
向
け
て
！

　
　
　
　

制
度
導
入
の
状
況
は
ど
う
か
。
効
果
的
、
経
済
的
に
市
民
サ
ー
ビ
ス
向

上
が
達
成
さ
れ
て
い
る
か
。
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
は
自
助
、
共
助
、
公
助
の
役
割

を
明
確
に
し
、
事
務
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て
組
織
の
合
理
化
、
効
率
化
を
図
る

と
あ
る
が
、
行
政
窓
口
事
務
事
務
の
民
営
化
に
移
行
す
る
対
策
は
で
き
て
い
る
か
。

　
　
　
　

条
例
上
、
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
公
共
施
設
は
、

１
５
４
施
設
あ
り
、
う
ち
本
年
４
月
現
在
、
62
施
設
を
指
定
管
理
し
て
お
り
、
導

入
率
は
約
40
％
、
指
定
管
理
者
数
は
32
者
で
あ
る
。
指
定
管
理
者
に
は
施
設
の
利

用
状
況
や
収
支
等
の
報
告
書
を
提
出
さ
せ
、
各
担
当
課
に
お
い
て
、
適
切
か
つ
確

実
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
な
さ
れ
て
い
る
か
等
を
確
認
す
る
た
め
管
理
運
営
状
況

評
価
を
行
い
、
結
果
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
表
し
て
い
る
。
必
要
に
応
じ

業
務
改
善
な
ど
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
や
管
理
運
営
費
削
減
に
向
け
、
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す

る
も
の
で
あ
り
、
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
に
掲
げ
る
健
全
で
効
率
的
な
行
政
運
営
の

推
進
に
十
分
な
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
地
域
が
主
体
で
指

定
管
理
す
る
施
設
も
あ
り
、
市
民
の
利
便
性
向
上
が
図
ら
れ
る
。

　

行
政
窓
口
の
民
営
化
に
つ
い
て
も
、
こ
の
12
月
か
ら
崎
山
、
高
階
、
北
大
呑
、

南
大
呑
地
区
に
お
い
て
、
来
年
４
月
か
ら
は
田
鶴
浜
、
中
島
、
能
登
島
地
域
に
お

い
て
、
法
律
で
取
り
扱
い
が
認
め
ら
れ
て
い
る
郵
便
局
で
の
発
行
業
務
を
行
う
こ

と
と
な
っ
た
が
、
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

 

一
般
質
問

質  

問
答  

弁

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
公
立
保
育
園
に
つ
い
て　
　

■
カ
キ
殻
の
資
源
化
に
つ
い
て

■
病
院
事
業
に
つ
い
て

公
立
能
登
総
合
病
院
の
今
後
に
つ
い
て
！

　
　
　
　

病
院
改
革
に
大
切
な
根
本
的
な
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。
働
き

方
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
る
一
方
、
退
職
者
が
後
を
絶
た
な
い
と
も
聞
く
が
対
策

は
。
公
立
と
し
て
、
地
域
医
療
を
守
る
立
場
か
ら
も
、
病
院
を
存
続
し
て
い
く
決

意
を
伺
う
。

　
　
　
　

地
域
の
医
療
機
関
と
役
割
分
担
し
な
が
ら
健
全
経
営
に
も
努
め
る
と
と

も
に
、
僻
地
医
療
等
の
不
採
算
部
門
や
高
度
医
療
等
を
提
供
す
る
公
立
と
し
て
の

役
割
を
果
た
す
と
同
時
に
地
域
医
療
を
守
り
抜
く
強
い
信
念
の
も
と
、
職
員
の
医

療
人
と
し
て
の
誇
り
を
醸
成
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

人
員
不
足
に
よ
り
、職
員
負
担
が
増
え
て
い
る
。
対
策
に
つ
い
て
、看
護
部
門
は
、

就
職
説
明
会
参
加
、
就
学
資
金
貸
与
、
交
代
制
勤
務
の
見
直
し
、
夜
勤
専
従
勤
務

導
入
、
育
児
支
援
等
の
取
り
組
み
、
中
高
校
生
を
対
象
に
病
院
見
学
や
業
務
体
験
、

パ
パ
マ
マ
の
職
場
を
体
験
す
る
幼
児
に
対
し
て
の
催
事
も
開
き
将
来
の
人
員
確
保

に
努
め
て
い
る
。
調
理
部
門
は
、
多
様
な
勤
務
形
態
の
臨
時
職
員
を
雇
用
し
、
人

員
不
足
の
解
消
に
努
め
て
い
る
。
他
の
職
種
に
つ
い
て
も
、
関
連
学
校
の
訪
問
や
、

手
当
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

　

前
事
業
管
理
者
の
路
線
を
引
き
継
ぎ
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
経
営
改
革
に
取
り

組
ん
だ
結
果
、
４
年
前
か
ら
連
続
黒
字
に
転
じ
て
お
り
、
今
後
、
健
全
経
営
を
維

持
し
、
働
く
職
員
の
雇
用
を
守
り
な
が
ら
、
能
登
地
域
の
救
急
医
療
の
最
後
の
砦

と
し
て
、
か
つ
地
域
住
民
が
安
心
し
て
高
度
専
門
医
療
を
安
全
に
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
努
め
て
い
き
た
い
。

 

一
般
質
問

諸証明発行諸証明発行

公立能登総合病院公立能登総合病院

佐藤 喜典 議員
（無会派）

質  

問
答  

弁

桂　撤男 議員
（灘会）



9 議会だより9 議会だより

◆委　員　長／山崎智之　　◆副委員長／礒貝和典
◆委　　員／西川英伸、久保吉彦、杉木　勉、中西庸介

◆委　員　長／荒川一義　　◆副委員長／大林吉正
◆委　　員／山添和良、伊藤厚子、永崎　陽、桂　撤男

◆委　員　長／佐藤喜典　　◆副委員長／徳田正則
◆委　　員／木下敬夫、垣内武司、今田勇雄、杉本忠一

【議案第43号】

令和元年度七尾市ケーブルテレビ事業特別会計補正予算（第1号）

問ケーブルテレビ加入者数は昨年と比較して、増えているのか。
答今年11月末の加入者数は7,586戸であり、前年同月比で12戸の減
少である。

問以前に加入率を高めるため、キャンペーン活動を行っていた。そうい
うことをもう一度行い加入者数を上げる努力が必要ではないか。
答これまでに加入をして、本来の金額を払って加入している方々との
バランスなどがあり、そういう形でのキャンペーンは難しいと考え
る。

【議案第42号】
令和元年度七尾市一般会計補正予算（第６号）
◆スクールバスについて
問七尾東部中学校スクールバスの運行に係る保護者説明会で、２日間
開催された参加率と、保護者からの声を知りたい。
答対象児童で４８世帯あり、出席が２６だった。残りの２２世帯には同
じ説明資料に意見等を受け付ける旨を添えて配布した。現在のとこ
ろ参加されなかった世帯からの指摘質問意見はもらっていない。両
日の会議では、時間変更について概ね了承されたが、現在の運行に
伴う小さいトラブルや、改善点、安全運転を求める声があった。要望
として七尾東部中学校で使用しているスクールバスが購入から１０
年経過しており、できるだけ早く更新してほしい意見があった。

【議案第５１号】

七尾市下水道条例の一部を改正する条例について

問歳下水道条例の一部改正についてもう少し簡潔に説明してほし
い。
答現行での排水設備工事指定店の登録は、成年被後見人もしくは被
保佐人からの申請に関し指定登録は出来なかったが、関係法律の
整備によって、一定の審査、判断を通過することで登録及び許可が
できることになった。
問対象者は誰なのか。
答申請者である代表者や責任技術者にも適用される。

【議案第５6号】

七尾市御祓地区コミュニティセンター等の指定管理者の指定について

問和倉温泉運動公園、能登島グラウンド、能登島マリンパーク海族公園
の指定管理者の募集について、なぜ非公募から公募になったのか。

総務企画 教育民生

産業建設

分科会（予算常任委員会）
常任委員会

分科会（予算常任委員会）
常任委員会

分科会（予算常任委員会）
常任委員会

委員会付託
・議案８件

委員会付託
・議案４件

委員会付託
・議案４件
・報告１件

分科会分担
・議案３件

分科会分担
・議案４件

分科会分担
・議案３件

主な審議内容 主な審議内容

主な審議内容

答これまで和倉温泉旅館協同組合が管理を行っていたが、これから更
なる施設の効率的な運用を図る観点から、専門性が高い管理者で
運営した方が望ましいという意見を受け、公募になった。２者から応
募があり選定委員会に諮ったうえで、㈱石川スポーツキャンプに決
定した。

【報告第20号】

法人の経営状況の報告について（七尾街づくりセンター株式会社）

問七尾街づくりセンター㈱の移住コンシェルジュについて、移住するま
でのアプローチはあるが、移住者へのフォローがないという声を聞
くがどのような体制になっているか。
答移住する人は「仕事、住まい、地域」に不安を抱えている。その不安
を解消するのがコンシェルジュの役割と考えており、地域につなぐ
ことまで対応している。移住後のすべてに対応することは難しいの
で、相談があれば対応している。

（報告１件  議決不要）

　各常任委員会に付託を受けた議案等および予算常任委員会各分科会に分担された議案について審査した結果、主に下記内容
が議論されました。
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令和元年 第３回定例会採決結果一覧表

議　　　案　　　名 採決結果

議案
第42号 令和元年度七尾市一般会計補正予算（第6号） 可決

議案
第43号

令和元年度ケーブルテレビ事業特別会計補正予算
（第1号） 可決

議案
第44号

令和元年度七尾市国民健康保険特別会計補正予算
（第2号） 可決

議案
第45号

令和元年度七尾市介護保険特別会計補正予算
（第2号） 可決

議案
第46号 令和元年度七尾市水道事業会計補正予算（第2号） 可決

議案
第47号

令和元年度七尾市下水道事業会計補正予算
（第2号） 可決

議案
第48号 令和元年度七尾市病院事業会計補正予算（第1号） 可決

議案
第49号

七尾市保育園等保育料徴収条例の一部を改正する条
例について 可決

議案
第50号

七尾市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
の運営の基準に関する条例の一部を改正する条例に
ついて

可決

議案
第51号

七尾市下水道条例条例の一部を改正する条例につ
いて 可決

議案
第52号

病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条
例について 可決

議案
第53号 町及び字の区域の変更について 可決

議案
第54号

「七尾市ゆうかり子育てセンター等の指定管理者の
指定について」の議決の一部変更について 可決

議案
第55号

「湯っ足りパーク等の指定管理者の指定について」の
議決の一部変更について 可決

議案
第56号

七尾市御祓地区コミュニティーセンター等の指定管理
者の指定について 可決

議案
第57号 財産の取得について 可決

議　　　案　　　名 採決結果

議案
第58号 令和元年度七尾市一般会計補正予算（第7号） 可決

議案
第59号

令和元年度ケーブルテレビ事業特別会計補正予算
（第2号） 可決

議案
第60号

令和元年度七尾市国民健康保険特別会計補正予算
（第3号） 可決

議案
第61号

令和元年度七尾市介護保険特別会計補正予算
（第4号） 可決

議案
第62号 令和元年度七尾市水道事業会計補正予算（第3号） 可決

議案
第63号

令和元年度七尾市下水道事業会計補正予算
（第3号） 可決

議案
第64号 令和元年度七尾市病院事業会計補正予算（第2号） 可決

議案
第65号

七尾市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関す
る条例の一部を改正する条例について 可決

議案
第66号

市長及び副市長給与条例及び教育長の給与、勤務時
間その他の勤務条件に関する条例の一部を改正する
条例について

可決

議案
第67号

七尾市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改
正する条例について 可決

議案
第68号

病院事業管理者の給与等に関する条例の一部を改正
する条例について 可決

議案
第69号 七尾市七尾駅前駐車場条例について 可決

議案
第70号

七尾市の特定の事務を取り扱わせる郵便局の指定
について 可決

議　　　案　　　名 採決結果

同意案
第4号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 可決

同意案
第5号 財産の取得について 可決

同意案
第6号 財産の取得について 可決

同意案
第7号 財産の取得について 可決

議　　　案　　　名 採決結果

議会議案
第11号 七尾市議会定例会条例の一部改正について 可決

議会議案
第12号 七尾市議会会議規則の一部改正について 可決

議会議案
第13号 市長の専決処分事項の指定の全部改正について 可決

議会議案
第14号

豚コレラの早期終息に向けた緊急かつ具体的な対策
を求める意見書 可決

議会議案
第15号

スマート農業の実現による競争力強化の加速を求め
る意見書 可決

※なお、可決された意見書は関係機関へ提出しました。

■■＝全会一致　　■■＝賛成多数　　■■＝賛成少数

今議会において、提案された議会議案の結果は下記の通りです。　なお、杉木議長は、採決に加わりません。
※賛成多数の議案中、反対した議員は次の通り⇒礒貝和典議員（議案第32号、議会議案第7号）
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議　会　の　動　き

10月 7日 議会運営委員会
8日 産業建設常任委員会
10日 第４３回能登五市議会議員研修会（珠洲市）
17日　
～18日 市町村議会議員特別セミナー（千葉県）

18日 七尾鹿島土地改良推進協議会中央要請活動
（東京都）

21日 石川県後期高齢者医療広域連合議会定例
（金沢市）

25日 全国広域連携市議会協議会第７１回理事会
（東京都）

31日 のと鉄道運営助成基金事務組合議会議員協議会
のと鉄道運営助成基金事務組合議会定例会

11月 6日 全国温泉所在都市議会議長協議会第９５回役員会
全国温泉所在都市議会議長協議会実行運動
全国伝統工芸品振興市議会協議会設立総会
（以上東京都）

8日 石川県北部アール･ディ･エフ広域処理組合
第３回議会運営委員会（志賀町）

11日 議会運営委員会
全員協議会

22日 石川県市議会議長会知事要望
25日 のと里山空港利用促進議員連盟研修会

石川県北部アール･ディ･エフ広域処理組合
第３回組合議会定例会（志賀町）

27日 能越自動車道要望活動（新潟県）
28日 能越自動車道要望活動（東京都）

   令和元年第２回七尾市議会臨時会

   令和元年第３回七尾市議会臨時会

議案第３９号

議案第４１号

議案第４０号

◆高階地区コミュニティセンターを旧高階小学校へ移転するため

◆七尾駅前の賑わい再生を図るため、商業施設パトリアの取得に向け、必要となる経費について、追加補正を行う

◆旧高階地区コミュニティセンターを、「障がい福祉サービス事業所 ゆうの丘」の活動拠点として利用するため

七尾市コミュニティセンター条例の一部を改正する条例について

令和元年度 七尾市一般会計補正予算（第5号）

財産の無償貸付について

　１０月２４日（木）の１日間の会期で行われ、高階地区コミュニティセンター移転に伴う議案２件、監査委員の同意
案１件が市長より提出され、審査の結果、いずれも可決、同意されました。

　１１月１１日（月）の１日間の会期で行われ、商業施設パトリア取得に伴う議案１件が市長より提出され、審査の結
果、可決されました。
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全国から数多くの議会が行政視察に訪れました（行政視察受入）　
　平成31年１月からの１年間で、全国から16議会 102名の視察を受け入れました。

【地域別】 【内容別】
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七尾市議会事務局
TEL.0767-53-8433
http://www.city.nanao.lg.jp

●  ●  ●  お 知 ら せ ●  ●  ●
　議会だよりへの、市民の皆さんの率直なご意見・
ご感想をお寄せください。なお、議会の会議録につ
いては、七尾市役所情報公開コーナー、七尾市立図
書館等に備えてあるほか、市のホームページでも閲
覧できるようになっていますので、ご覧ください。

皆さんも
市議会を傍聴
しませんか

令和元年10月24日に開催された臨時会において下記の通り委員会が組織再編されました。

予 算 常 任 委 員 会 委員長　　　垣内　武司　　　　委員　　杉木議長を除く全議員
副委員長　　中西　庸介

総務企画常任委員会 委員長　　　山崎　智之　　　　委員　　西川　英伸　　久保　吉彦　　
副委員長　　礒貝　和典　　　　　　　　杉木　　勉　　中西　庸介

教育民生常任委員会 委員長　　　荒川　一義　　　　委員　　山添　和良　　伊藤　厚子
副委員長　　大林　吉正　　　　　　　　永崎　陽　　　桂　　撤男

産業建設常任委員会 委員長　　　佐藤　喜典　　　　委員　　木下　敬夫　　垣内　武司　　
副委員長　　徳田　正則　　　　　　　　今田　勇雄　　杉本　忠一

議 会 運 営 委 員 会 委員長　　　垣内　武司　　　　委員　　永崎　　陽　　大林　吉正
副委員長　　中西　庸介　　　　　　　　桂　　撤男　　今田　勇雄　

議会改革特別委員会 委員長　　　佐藤　喜典　　　　委員　　西川　英伸　　木下　敬夫
副委員長　　山崎　智之　　　　　　　　礒貝　和典

議会だより編集委員会 委員長　　　徳田　正則　　　　委員　　礒貝　和典　　久保　吉彦
副委員長　　山添　和良　　　　　　　　伊藤　厚子

議員活動を称える（議員表彰）

杉本忠一 議員（76歳）
【在職35年】S58.4.30 ～

市議会議員として長年の功績が称えられ、総務大臣から感謝状が
贈呈されました。

「七尾市議会だより」
デジタルブック（多言語）対応

　傍聴を希望される場合は、当日、議場入口の受付で、傍聴申込書に住所、氏名を記入
してから入場してください。また、団体で傍聴される場合は、団体の名称、人員、代表者ま
たは責任者の住所、氏名を記入してください。

・議場における言論に対し、拍手その他の方法により
公然と可否を表明しないでください。
・談論、放歌、高笑、その他騒ぎ立てないでください。
・はち巻、腕章などの示威的行為はしないでください。
・帽子やコートの類は、議場では脱いでください。
・飲食や喫煙はしないでください。
・みだりに席を離れ、または不体裁な行為をしないで
ください。
・携帯電話の使用は禁止し、電源を切るか、マナーモ
ードにしてください。
・その他議場の秩序を乱し、又は議場の妨害となるよ
うな行為をしないでください。

傍聴席では、次の事項を守り静かに傍聴してください。


